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フランス担保法の現在（三・完）　
 

資　
　
　

料フ
ラ
ン
ス
担
保
法
の
現
在
（
三
・
完
）

─
─
倒
産
手
続
に
お
け
る
処
遇
の
観
点
を
ふ
ま
え
て
─
─

齋　
　

藤　
　

由　
　

起

　

以
下
で
は
、
本
誌
六
九
巻
一
号
お
よ
び
二
号
に
引
き
続
い
て
、
二
〇
一
九
年
三
月
九
・
一
〇
日
に
大
阪
大
学
法
経
研
究
棟
大
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
日
仏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
フ
ラ
ン
ス
担
保
法
の
現
在
─
─
倒
産
手
続
に
お
け
る
処
遇
の
観
点
を
ふ
ま
え
て
─
─
」

の
フ
ラ
ン
ス
側
の
個
別
報
告
の
翻
訳
を
掲
載
す
る
。

　

本
号
で
は
、
ま
ず
、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
保
証
お
よ
び
そ
の
代
替
手
段
と
倒
産
手
続
」
に
お
け
る
マ
リ
ー
＝
ピ
エ
ー
ル 

デ
ュ
モ
ン

（
大
澤
慎
太
郎
訳
）「
保
証
お
よ
び
そ
の
代
替
手
段
と
倒
産
手
続
」
を
掲
載
す
る
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
デ
ュ
モ
ン
教
授
の
主
報

告
に
続
き
、
齋
藤
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
経
営
難
に
あ
る
企
業
に
つ
い
て
、
再
建
型
手
続
を
利
用
す
る
方
が
清
算
型
手
続
を

利
用
す
る
よ
り
も
、
さ
ら
に
、
予
防
型
手
続
を
利
用
す
る
方
が
再
建
型
手
続
を
利
用
す
る
よ
り
も
、
保
証
人
を
含
む
全
て
の
人
的
担
保

の
担
保
提
供
者
お
よ
び
物
上
保
証
人
が
倒
産
手
続
に
お
い
て
多
く
の
保
護
を
受
け
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
者
が
自
己
の

会
社
の
経
営
難
に
い
ち
早
く
対
処
す
る
こ
と
を
促
す
政
策
が
採
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、
倒
産
法
に
関
す
る
ハ
ー

ド
・
ロ
ー
の
次
元
で
は
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
み
ら
れ
ず
、
近
時
、
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
の
次
元
に
お
い

（阪大法学）69（5-325）　1143〔2020. 1 〕



資　　　料

て
、
と
り
わ
け
保
証
人
に
つ
い
て
保
護
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
企
業
の
経
営
難
に
対
す
る
早
期
対
処
の
促
進
と
い
う
政
策
が
考
慮
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

次
に
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
横
山
美
夏
「
総
括
コ
メ
ン
ト
─
─
日
仏
比
較
の
観
点
か
ら
─
─
」
を
掲
載
す
る
。

こ
れ
を
も
っ
て
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
記
録
は
完
結
す
る
。

　

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
社
会
科
学
国
際
交
流
江
草
基
金
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
民
事
紛

争
処
理
基
金
の
助
成
を
受
け
た
。
支
援
に
対
し
て
重
ね
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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